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交通事故の防止

確定申告用証明書の送付

消費生活展
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平成30年 1月15日号

　冬の坂田ヶ池総合公園には、オシドリやミコ
アイサなどの珍しい渡り鳥が訪れます。子ども
たちもその姿を一目見ようと、目を輝かせなが
ら望遠鏡をのぞいていました。（12月17日・「環
境学習会・冬鳥の観察」で）

冬鳥、見つけた！

No.1355
成田市民のための生活情報紙



自転車専用レーンが設けられたJR成田駅西口

自
動
車
の
事
故
防
止

　
自
動
車
事
故
の
原
因
で
多
い
の
は
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
で
す
。
通
り
慣

れ
た
道
で
も
、
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
い
る

と
、
歩
行
者
が
飛
び
出
し
て
き
た
と
き

に
対
応
す
る
の
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

少
し
の
油
断
が
大
き
な
事
故
に
つ
な
が

り
か
ね
ま
せ
ん
。
夕
暮
れ
時
や
、
学
校

の
登
下
校
の
時
間
帯
は
特
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
交
差
点
で
は
、
安
全
な
速
度
と
方
法

で
進
入
・
通
過
す
る
よ
う
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
横
断
歩
道
な
ど
に
接

近
す
る
場
合
は
、
停
止
線
の
直
前
で
停

止
で
き
る
よ
う
な
速
度
で
進
行
し
ま

し
ょ
う（
進
路
の
前
方
を
横
断
し
よ
う

と
す
る
歩
行
者
な
ど
が
い
な
い
こ
と
が

明
ら
か
な
場
合
を
除
く
）。

冬
場
の
運
転
は

路
面
凍
結
に
気
を
付
け
て

　
冬
は
路
面
の
凍
結
や
積
雪
に
よ
る
ス

リ
ッ
プ
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
特
に
、

気
温
が
低
い
夜
間
や
早
朝
に
、
橋
の
上

や
坂
道
、
交
差
点
、
カ
ー
ブ
、
ト
ン
ネ

ル
の
出
入
口
付
近
で
運
転
す
る
と
き
は

注
意
が
必
要
で
す
。
凍
結
し
た
路
面
で

の
急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド

ル
な
ど
は
ス
リ
ッ
プ
の
原
因
と
な
る
の

で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
夜
間
の
水
ま
き
は
凍
結
の
原

因
に
な
る
の
で
、
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

自
転
車
の
事
故
防
止

　
平
成
29
年
4
月
、
道
路
交
通
法
の
順

守
や
、
自
転
車
利
用
者
が
保
険
加
入
に

努
め
る
こ
と
な
ど
を
定
め
た
「
千
葉
県

自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進

に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
転
車
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
一
方
、
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
で
運
転

す
る
と
、
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
平
成
29
年
12
月
に
は
、

神
奈
川
県
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作

し
な
が
ら
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
運

転
し
て
い
た
人
と
歩
行
者
と
の
死
亡
事

故
も
起
こ
り
ま
し
た
。

　
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
、
安
全
走
行

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◦
歩
道
・
車
道
の
区
別
の
あ
る
道
路
で

は
、
原
則
と
し
て
車
道
を
通
行
す
る
。

例
外
と
し
て
、
自
転
車
が
歩
道
を
通

行
で
き
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
と

き
も
歩
行
者
が
優
先

◦
急
な
進
路
変
更
を
し
な
い

◦
交
差
点
で
は
徐
行
や
一
時
停
止
を
す

る
◦
運
転
中
に
傘
や
携
帯
電
話
、
ヘ
ッ
ド

ホ
ン
な
ど
を
使
用
し
な
い

◦
夜
間
は
ラ
イ
ト
や
反
射
材
を
取
り
付

け
る

◦
高
齢
者
や
高
校
生
以
下
の
人
は
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
に
努
め
る

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の

注
意
点

　
最
近
で
は
、
子
育
て
世
代
を
中
心
に
、

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
に
乗
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
電
動
モ
ー
タ
ー
が
搭
載

さ
れ
て
い
て
、
ペ
ダ
ル
を
こ
ぐ
力
を
補

平成28年に、市内で発生した交通事故の件
数は494件。死者数は4人、負傷者数は615
人でした。近年は減少傾向にあるものの、依
然として交通事故により尊い命が失われて
います。一人一人が交通マナーとルールを守
り、交通事故を防止しましょう。

一
人
一
人
が
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

交
通
事
故
の
防
止
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　高齢者による交通事故の割合は年々増加しています。
　自動車は、公共交通機関が発達していない地域に住む高齢者にとっ
ては、生活を営む、余暇を楽しむ上で必要不可欠な交通手段といえま
す。しかし、人は年齢を重ねるほど、複数のことに同時に注意を払う
のが難しくなり、意識と行動のずれが生じやすくなるといわれ、運転
中に交通事故を起こす危険性が高くなるといえます。
　体調不良時や悪天候時には運転を避ける、通り慣れた道でも油断し
ない、定期的に運転適性検査を受けることなどが事故の回避につなが
ります。

運転免許証の自主返納
　千葉県警察では、高齢運転者に運転免許証の自主的な返納を呼び掛
けています。自主返納すると、バスやタクシーといった公共交通機関
の運賃割引などの特典を受けることができます。市内でも、千葉交通
と成田空港交通のバス乗車運賃が半額に、タクシーの乗車運賃が1割
引になります。
　自分の運転に不安を感じたとき、家族から事故が心配と言われたと
きなどには、運転免許証の自主的な返納を検討してください。
※くわしくは成田警察署（☎27-0110）へ。

オンデマンド交通
　市では、市内全域で「オンデマンド交通高齢者移送サービス」の実証
実験を行っています。利用者の乗降時間や乗降場所の要望（デマンド）
に応じる乗り合い型交通機関による移送サービスで、時刻表も決まっ
た路線もありません。市内全域の800カ所以上ある乗降場所と市内の
病院やスーパー、市役所などを結びます。
　サービスを初めて利用する場合には、事前に利用者登録が必要です。
オンデマンド交通専用ダイヤル、高齢者福祉課（市役所議会棟1階）、
下総・大栄支所のいずれかで登録してください。
運行日時＝月～金曜日（祝日・年末年始を除く） 午前7時30分～午後5

時30分
対象＝市内在住の70歳以上で、自動車の乗り降りが自力でできる人
料金（1人1回当たり）＝500円
予約方法＝月～金曜日（祝日・年末年始を除く）の午前8時～午後5時

に、オンデマンド交通専用ダイヤル（☎24-0080）へ。利用する日
の7日前から乗車を希望する30分前までに予約してください

※くわしくは高齢者福祉課（☎20-1537）へ。

助
す
る
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
は
、
上

り
坂
を
走
行
す
る
と
き
や
、
重
い
荷
物

を
載
せ
る
と
き
な
ど
に
便
利
で
す
。
し

か
し
、
普
通
の
自
転
車
よ
り
も
重
く
、

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
や
す
い
た
め
、
走
行

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
特
性
を
理
解
し
た
上
で
、
次
の
こ
と

を
守
り
、
安
全
な
利
用
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

◦
電
動
ア
シ
ス
ト
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

る
際
は
両
足
を
地
面
に
付
け
る

◦
自
転
車
に
乗
る
際
に
、
片
足
で
ペ
ダ

ル
を
こ
ぎ
な
が
ら
も
う
片
方
の
足
で

地
面
を
蹴
っ
て
乗
る
と
い
っ
た
、
急

発
進
に
つ
な
が
る
乗
り
方
を
し
な
い

◦
余
裕
を
持
っ
て
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る

◦
6
歳
未
満
の
子
ど
も
2
人
を
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
に
乗
せ
る
場
合
は
、
初

め
に
後
ろ
に
乗
せ
て
か
ら
前
に
乗
せ

る
。
降
ろ
す
場
合
は
、
前
の
子
ど
も

を
降
ろ
し
て
か
ら
後
ろ
の
子
ど
も
を

降
ろ
す

　
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
に
限
ら
ず
、

子
ど
も
2
人
を
自
転
車
に
同
乗
さ
せ
る

に
は
、
基
準
に
適
合
し
た
車
体
で
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
事
前
に
販
売
店
な

ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

緑
道
の
自
転
車
走
行

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
な
ど
に
設
け
ら
れ

て
い
る
緑
道
は
、
自
動
車
の
通
行
が
で

き
な
い
、
歩
行
者
と
自
転
車
の
た
め
の

専
用
道
路
で
す
。
自
転
車
の
運
転
者
は
、

マ
ナ
ー
を
守
り
、
歩
行
者
の
安
全
に
配

慮
し
た
走
行
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

加
入
し
て
い
ま
す
か

自
転
車
賠
償
責
任
保
険

　
自
転
車
の
交
通
事
故
で
は
、
歩
行
者

な
ど
に
け
が
を
負
わ
せ
て
し
ま
い
、
高

額
の
賠
償
金
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
賠
償
金

は
、
未
成
年
で
も
免
れ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
万
が
一
の
事
故
の
際
、
相
手
側
や
自

身
、
家
族
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
自

転
車
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
を
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
の
事
故
防
止

　
近
所
だ
か
ら
、
慣
れ
た
道
だ
か
ら
と

油
断
せ
ず
、
交
差
点
や
道
路
の
横
断
時

高齢ドライバーの皆さんへ

は
信
号
や
横
断
歩
道
を
利
用
す
る
、
安

全
確
認
を
徹
底
し
無
理
に
渡
ろ
う
と
し

な
い
な
ど
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
に
か
け
て

散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
で
外
出
す
る

場
合
は
、
懐
中
電
灯
や
、
反
射
材
の
付

い
た
テ
ー
プ
・
た
す
き
・
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
な
ど
を
身
に
着
け
る
と
い
っ
た
安

全
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課（
☎
20
‐

1
5
2
7
）へ
。

事故につながる危険な乗り方はやめましょう
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韓国・井邑市友好訪問団

太巻き寿司講習会

華やかな郷土料理を楽しむ
　千葉県の郷土料理である太巻きずしの作り方を学ぶ「太
巻き寿司講習会」が中央公民館で行われ、15人が参加し
ました。今回作ったのは、切り口がカタツムリと桃の花
の絵柄になるのり巻き。かんぴょうや野沢菜、桜でんぶ
などの食材をすし飯と一緒に巻き、完成したのり巻きを
切ると華やかな絵柄が。参加者は「切り口をイメージする
のは難しかったが、うまくできたときは感動した。家で
も作ってみたい」とうれしそうに話していました。

日本の食や芸術を満喫
　友好都市の韓国・井

チョンウップ
邑市から12人の中学生を含む友好訪問団が

訪れました。市役所に小泉市長を表敬訪問した中学生は、記念品の
うなりくんのぬいぐるみを手渡されると歓声を上げ笑顔に。その後、
各家庭にホームステイしました。滞在は2泊3日と短い期間でした
が、うなぎやお好み焼きを食べたり、邦楽コンサートを鑑賞したり
するなど、日本文化を満喫しました。

12
15

12
14

友好訪問団と関係者

うなりくんを囲んで記念写真

きれいな出来上がりに歓声が上がる

「桃の花」の太巻き
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エコ・マイバッグづくり教室

傘の布がおしゃれに変身
　いらなくなった傘の布で、折りたためる手提げ袋を縫う「エ
コ・マイバッグづくり教室」が加良部公民館で開かれました。
この教室は、リサイクルプラザに集められた傘を使って、月
に1回程度、開催されているもの。傘の布は縫っているうち
に引きつったり、縫い目が曲がったりしやすく、参加者は悪
戦苦闘していました。教室への参加が今回で3回目という人
は「最初は縫うのが大変でしたが、もう慣れました。今回の
作品は柄も出来栄えも気に入っています」と話していました。

12
9

サッカー・宮本選手が表敬訪問

　Jリーグの柏レイソルU-18で活躍している宮本駿
とし

晃
あき

選手が、
トップチームへの昇格内定を報告するため、市役所を訪問し
ました。市内在住の宮本選手は5歳からサッカーを始め、過
去に三里塚FCや遠山中サッカー部に所属。子どもたちに向け
て「ライバルに勝つことや優勝することなど目標を持ち、常に
上を目指して頑張ってください。そして仲間と楽しくサッカー
をしてください」とメッセージを送りました。

トップチームへの昇格内定を報告
12
13

お正月飾りを作ろう

世界に一つだけの作品
　新年に向けて、子どもたちに福を呼び込む置物を作っても
らおうと「お正月飾りを作ろう」が子ども館で行われました。
参加した子どもたちは紙で作られた宝船に生花やだるま、羽
子板などの正月らしい飾りを乗せ、思い思いにアレンジ。世
界に一つしかない宝船を作り上げ、互いの作品を見せ合うな
ど満足した様子でした。

12
10

空港周辺道路美化活動

ごみを拾ってきれいなまちへ
　成田空港へ通じる道路をきれいにしようと「空港周辺道路
美化活動」が行われました。参加したのは、なりた環境ネッ
トワークの会員ら約350人。国際文化会館駐車場での出発式
の後に、5つのルートに分かれて国道51号・295号・408号
の沿道を歩きながら、空き缶や紙くずなどを拾いました。回
収されたごみの総量は約160キログラムに上りました。

12
19

僕の作品はどう？

小泉市長と宮本選手

助言を受け慎重に縫い進める

隅々まできれいに

まち の 旬 な 情 報 を お 届 けしま す
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暮
ら
し
の
お
知
ら
せInform

ation
　
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
気
象
条

件
や
周
辺
環
境
、
雨
戸
に
よ
る
遮
音
な

ど
に
よ
り
聞
き
取
り
に
く
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
適
切
な
避
難

を
す
る
た
め
に
は
正
確
な
情
報
が
必
要

で
す
。

　
な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
は
、

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
な
ど
を
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
で
伝
え

る
た
め
、
情
報
を
文
字
で
確
実
に
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

配
信
さ
れ
る
情
報（
選
択
可
）＝
防
災
情

報
、
大
気
に
関
す
る
情
報
、
消
防
情

報
、
防
犯
・
安
全
情
報
、
防
災
行
政

無
線
情
報

登
録
方
法
＝
左
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
か
、
登
録
用
ア
ド
レ
ス（info- 

n@
sg-m

.jp

）に
空
メ
ー
ル
を
送
信

し
、
返
信
さ
れ
る
案
内
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。
返
信
メ
ー

ル
が
届
か
な
い
場
合

は
、
迷
惑
メ
ー
ル
対

策
が
さ
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。「sg-m

.jp

」
ド
メ

イ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る

よ
う
設
定
し
て
く
だ
さ
い

　
登
録
方
法
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

祝
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日
の
午
前
9
時

〜
午
後
6
時
に
受
託
会
社
バ
イ
ザ
ー

（
☎
0
5
7
0
‐
0
5
5
‐
7
8
3
）へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。

維
持
管
理
を
忘
れ
ず
に

合
併
処
理
浄
化
槽

　
浄
化
槽
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
適
切
な
維
持
管
理
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦
保
守
点
検
…
装
置
の
調
整
や
消
毒
剤

の
補
充
な
ど
、
浄
化
槽
を
正
常
に
機

能
さ
せ
る
た
め
の
専
門
業
者
に
よ
る

点
検（
年
3
回
以
上
、
人
槽
に
よ
り

異
な
る
）

や
な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、
外
出
を

控
え
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課（
☎
20
‐

1
5
3
2
）へ
。

2
月
か
ら
午
後
5
時
に

夕
焼
け
小
焼
け
の
放
送

　
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
が
正
常
に

作
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、

試
験
放
送
を
1
日
2
回（
正
午
と
夕
方
）

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
夕
方
の
放
送
「
夕
焼
け
小
焼
け
」
の

時
刻
は
、
2
月
1
日
㈭
か
ら
午
後
5
時

（
1
月
31
日
㈬
ま
で
は
午
後
4
時
）に
変

更
さ
れ
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。

安
心
し
て
利
用
す
る
た
め

井
戸
水
な
ど
の
水
質
検
査

　
食
品
衛
生
協
会
で
は
、
井
戸
水
の
水

質
検
査
の
予
約
を
次
の
通
り
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
採
水
専
用
容
器
は
受
付
時

に
貸
し
出
し
ま
す
。

◦
清
掃
…
槽
内
の
ご
み
や
汚
泥
を
取
り

除
く
た
め
の
市
の
浄
化
槽
清
掃
許
可

業
者
に
よ
る
清
掃（
年
1
回
以
上
）

◦
法
定
検
査
…
正
常
に
機
能
し
て
い
る

か
を
確
認
す
る
た
め
の
県
浄
化
槽
検

査
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
検
査（
年
1
回
）

合
併
処
理
浄
化
槽
の
費
用
を
補
助

　
市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

費
用
と
維
持
管
理
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
補
助
を
受
け
る
に
は
条

件
が
あ
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課（
☎
20
‐

1
5
3
1
）へ
。

注
意
喚
起
さ
れ
た
と
き
は

外
出
を
控
え
て

P
M
2
・
5

　
大
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る
微
粒
子
の

う
ち
、
粒
径
2
・
5
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト

ル
以
下
の
も
の
を
P
M
2
・
5
と
い
い

ま
す
。
P
M
2
・
5
は
、
肺
の
奥
深
く

ま
で
入
り
や
す
く
、
健
康
へ
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
に
疾
患
の
あ
る

人
、
子
ど
も
、
高
齢
者
は
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　
県
か
ら
P
M
2
・
5
に
つ
い
て
注
意

喚
起
さ
れ
た
と
き
は
、
防
災
行
政
無
線

受
付
日
時
＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除

く
） 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

受
付
場
所
＝
印
旛
保
健
所
管
内
食
品
衛

生
協
会（
佐
倉
市
）

検
査
方
法
＝
水
曜
日（
祝
日
の
場
合
は

木
曜
日
）の
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

に
、
当
日
採
取
し
た
水
を
提
出

料
金
＝
会
員（
成
田
・
成
田
東
部
・
大

栄
・
下
総
食
品
衛
生
組
合
加
入
者
）

7
、
5
0
0
円
、
一
般
9
、
7
2
0

円
※
く
わ
し
く
は
印
旛
保
健
所
管
内
食
品

衛
生
協
会（
☎
0
4
3
‐
4
8
3
‐

1
1
7
9
）へ
。

期
限
は
1
月
31
日

償
却
資
産
の
申
告

　
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
償
却
資
産

を
所
有
す
る
事
業
主
は
、
1
月
31
日
㈬

ま
で
に
市
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
期

限
の
直
前
は
窓
口
が
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
eエ
ル
タ
ッ
ク
ス

L
T
A
X（http://w

w
w
.eltax.

jp/

）を
利
用
す
る
と
、
電
子
申
告
が
で

き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
資
産
税
課（
☎
20
‐
1 

5
1
4
）へ
。

正
確
な
情
報
を
受
け
取
る
た
め
に

な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
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ク
製
容
器
包
装
を
資
源
化
す
る
た
め
に

は
、
異
物
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
処
理
施
設
で
は
機
械
で
指
定
袋
を

破
り
、
手
作
業
で
異
物
を
選
別
し
て
い

ま
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
レ
ジ

袋
な
ど
に
入
れ
て
か
ら
、
そ
の
袋
を
指

定
袋
に
入
れ
て
出
す
と
選
別
作
業
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎

20
‐
1
5
3
0
）へ
。

1
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す

確
定
申
告
用
証
明
書

　
市
で
は
、
確
定
申
告
に
必
要
な
証
明

書
を
1
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
証
明

す
る
の
は
、
平
成
29
年
中
に
納
付
書
・

口
座
振
替
・
ペ
イ
ジ
ー
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
納
付
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険

　
転
居
な
ど
で
使
用
人
数
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
下
水
道
課（
☎
20
‐
1 

5 

5 

3
）に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

福
祉
に
関
す
る
計
画
を

素
案
の
公
表
と
意
見
の
募
集

素
案
名
と
担
当
課

◦
第
5
期
成
田
市
障
が
い
福
祉
計
画
…

障
が
い
者
福
祉
課（
市
役
所
議
会
棟

1
階
・
〒
2
8
6
‐
8
5
8
5 

花

崎
町
7
6
0 

☎
20
‐
1
5
3
9 

F 

A
X
24
‐
2
3
6
7 

E
メ
ー
ルsho 

fuku@
city.narita.chiba.jp

）

◦
第
7
期
成
田
市
介
護
保
険
事
業
計
画

…
介
護
保
険
課（
市
役
所
議
会
棟
1

階
・
〒
2
8
6
‐
8
5
8
5 

花
崎
町

7
6
0 

☎
20
‐
1
5
4
5 

F
A
X 

24
‐
2
3
6
7 

E
メ
ー
ルkaigo@

city.narita.chiba.jp

）

閲
覧
場
所
＝
各
担
当
課
、
行
政
資
料
室

（
市
役
所
1
階
）、
下
総
・
大
栄
支
所
、

各
公
民
館
、
市
立
図
書
館
、
保
健
福

祉
館
、
三
里
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
も
り
ん
ぴ
あ
こ
う
づ
、
赤
坂

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.nari 

ta.chiba.jp/shisei/page0001 

00.htm
l

）

意
見
の
提
出
方
法
＝
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
提
出
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

直
接
・
郵
送
・
F
A
X
・
E
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
各
担
当
課
へ

結
果
の
公
表
＝
市
の
考
え
と
併
せ
て
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載

意
見
の
提
出
期
限
＝
2
月
12
日（
月
・

祝
）（
必
着
）

※
く
わ
し
く
は
各
担
当
課
へ
。

弁
護
士
や
専
門
家
が

応
じ
ま
す

労
災
・
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

日
時
＝
1
月
27
日
㈯ 

午
後
1
時
〜
4

時
会
場
＝
中
央
公
民
館

相
談
料
＝
無
料

※
相
談
を
希
望
す
る
人
は
当
日
直
接
会

場
へ
。
く
わ
し
く
は
千
葉
中
央
法
律

事
務
所（
☎
0
4
3
‐
2
2
5
‐
4 

5
6
7
）へ
。

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護

保
険
料
の
金
額
で
す
。

　
事
前
に
証
明
書
が
必
要
な
人
は
、
次

の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
事
前

申
請
し
た
場
合
は
、
1
月
の
送
付
は
行

い
ま
せ
ん
。

◦
国
民
健
康
保
険
税
払
込
証
明
書
…
納

税
課（
市
役
所
2
階
）、
下
総
・
大
栄

支
所

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
払
込
証
明

書
…
保
険
年
金
課（
市
役
所
1
階
）、

下
総
・
大
栄
支
所

◦
介
護
保
険
料
払
込
証
明
書
…
介
護
保

険
課（
市
役
所
議
会
棟
1
階
）、
下

総
・
大
栄
支
所

※
く
わ
し
く
は
納
税
課（
☎
20
‐
1
5
1 

9
）、
保
険
年
金
課（
☎
20
‐
1
5
4 

7
）、
介
護
保
険
課（
☎
20
‐
1
5
4 

5
）へ
。

井
戸
水
利
用
者
は

必
ず
手
続
き
を

下
水
道
の
使
用
人
数
の
変
更

　
井
戸
水
の
み
を
利
用
し
て
い
る
世
帯

の
下
水
道
使
用
水
量
は
、
1
人
当
た
り

1
カ
月
に
7
立
方
メ
ー
ト
ル
使
用
し
た

も
の
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
上
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
す
る
場
合

は
、
上
水
道
の
使
用
水
量
に
井
戸
水
分

と
し
て
、
1
人
当
た
り
1
カ
月
に
3
・

5
立
方
メ
ー
ト
ル
が
加
え
ら
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
守
ろ
う

1
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

　
昭
和
24
年
1
月
26
日
に
、
現
存
す
る

世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
奈
良

県
の
法
隆
寺
金
堂
が
炎
上
し
、
壁
画
が

焼
損
し
ま
し
た
。

　
市
に
も
、
貴
重
な
文
化
財
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
先
人
た
ち
が
守
っ
て
き

た
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
予
防
課（
☎
20
‐
1 

5 

9 

1
）へ
。

二
重
に
袋
に
入
れ
な
い
で

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
捨
て

る
場
合
は
、
指
定
袋（
白
色
）に
直
接
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

12月16日〜31日

市長
日誌

美化活動であいさつ（19日）

18日 環境審議会

19日

空港周辺道路美化活動
鈴木オリンピック・パラリンピッ
ク担当大臣と千葉県内ホストタ
ウン自治体との意見交換会

20日 12月定例市議会閉会

26日
成田リトルシニア日台国際野
球大会選抜メンバー尾島叶大
選手・牧太陽選手表敬訪問

27日 成田空港圏自治体連絡協議会
28日 仕事納めの式
30日 公設地方卸売市場止め市式

①市・県民税（第4期）
②国民健康保険税（第7期）
③後期高齢者医療保険料（第7期）
④介護保険料（第7期）

※ くわしくは①②納税課（☎20-1519）、③保険年金
課（☎20-1526）、④介護保険課（☎20-1545）へ。

1月31日㈬

限期今 月 の 納
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暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

Inform
ation

放射線量測定結果
　12月に測定した次の場所は、放射線量が除染目
標値（0.23マイクロシーベルト/時）以下でした。
測定場所＝小中学校、保育園・幼稚園・認可外保育

施設、市役所、下総・大栄支所、大清水大気測定
局（遠山中敷地内）、幡谷大気測定局（久住体育館隣）

※詳細は、市ホームページ（http://www.city.narita.
chiba.jp/anshin/page113900.html）に掲載して
います。くわしくは環境対策課（☎20-1532）へ。

農産物などの放射性物質検査の結果
　12月に検査した次の品目は、放射性物質が基準
値以下でした。
検査品目＝サトイモ、ネギ、イチゴ、ユズ
※詳細は、市ホームページ（http://www.city.narit 

a.chiba.jp/anshin/page164300.html）に掲載し
ています。くわしくは農政課（☎20-1541）へ。

関
係
書
類
の
調
査
や
工
事
現
場
の
実

地
調
査
を
行
っ
た

結
果
＝
工
事
に
係
る
計
画
、
設
計
、
施

工
、
工
事
監
理
な
ど
に
つ
い
て
不
備

は
見
ら
れ
ず
、
お
お
む
ね
適
正
に
執

行
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た

※
く
わ
し
く
は
監
査
委
員
事
務
局（
☎

20
‐
1
5
7
2
）へ
。

専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

杜
の
保
健
室

　
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
学
び
ま
す
。

ま
た
、
健
康
相
談
も
で
き
ま
す
。

日
時
＝
2
月
8
日
㈭ 

午
後
2
時
〜
4

時
会
場
＝
も
り
ん
ぴ
あ
こ
う
づ

参
加
費
＝
無
料

※
参
加
を
希
望
す
る
人
は
当
日
直
接
会

場
へ
。
く
わ
し
く
は
同
館（
☎
27
‐

5
2
5
2
、
第
4
月
曜
日
は
休
館
）

へ
。

改
正
さ
れ
ま
し
た

千
葉
県
最
低
賃
金

　
県
内
全
て
の
事
業
所
で
働
く
労
働
者

（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）に
適

用
さ
れ
る
「
千
葉
県
最
低
賃
金
」
が
時

29
年
度
の
結
果
を
公
表

工
事
監
査

　
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
工
事
監
査

の
結
果
を
、
地
方
自
治
法
第
1
9
9
条

第
9
項
に
基
づ
き
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

成
田
市
監
査
委
員　
　
三
浦　
　
　
弘

　
　
　
　
　
同　
　
　
佐
々
木　
宏
之

　
　
　
　
　
同　
　
　
平
良　
　
清
忠

期
日
＝
平
成
29
年
10
月
30
日

対
象
＝
三
里
塚
消
防
署
建
設
工
事（
建

築
工
事
）請
負
金
額
5
億
1
、
3
0
0

万
円（
消
費
税
含
む
）

範
囲
＝
工
事
に
係
る
設
計
監
理
と
施
工

の
状
況

方
法
＝
設
計
、
施
工
な
ど
が
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
主
眼
と
し

て
、
技
術
面
の
調
査
を
外
部
委
託
し

監
査
を
実
施
し
た
。
監
査
に
当
た
っ

て
は
、
関
係
職
員
、
設
計
業
者
、
施

工
業
者
の
出
席
を
求
め
、
質
疑
応
答
、

間
額
8
6
8
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
最
低
賃
金
額
に
は
、
精
皆
勤
手

当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
時
間
外

勤
務
手
当
、
休
日
出
勤
手
当
、
深
夜
手

当
、
賞
与
、
臨
時
の
賃
金
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。

　
千
葉
県
最
低
賃
金
の
ほ
か
に
業
種
に

よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
「
千
葉
県
特
定

最
低
賃
金
」
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
千
葉
労
働
局
賃
金
室

（
☎
0
4
3
‐
2
2
1
‐
2
3
2
8
）

へ
。

余
っ
て
い
る
食
品
を
募
集

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
家
庭
や
企

業
な
ど
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄

り
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
に
寄
付
す

る
活
動
で
す
。

募
集
期
間
＝
2
月
28
日
㈬
ま
で

受
付
場
所
＝
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健

福
祉
館
内
）、
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
成

田（
商
工
会
館
1
階
）

募
集
内
容
＝
穀
類（
米
・
麺
類
）、
缶
詰
、

レ
ト
ル
ト
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な

ど
で
、
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
も

の
◦
未
開
封

◦
賞
味
期
限
が
2
カ
月
以
上
あ
る

◦
常
温
で
保
存
が
可
能

※
く
わ
し
く
は
社
会
福
祉
協
議
会（
☎

27
‐
7
7
5
5
）へ
。

原
案
の
縦
覧
と

説
明
会
の
開
催

都
市
計
画

　
小
菅
地
区
地
区
計
画
に
つ
い
て
次
の

通
り
原
案
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
原
案
に
つ
い
て
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

縦
覧

期
間
＝
1
月
29
日
㈪（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）ま
で

場
所
＝
都
市
計
画
課（
市
役
所
5
階
）

意
見
を
提
出
で
き
る
人
＝
利
害
関
係
者

意
見
の
提
出
方
法
＝
2
月
5
日
㈪（
必

着
）ま
で
に
縦
覧
場
所
に
あ
る
意
見

提
出
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
直

接
ま
た
は
郵
送
で
都
市
計
画
課（
〒 

2
8
6
‐
8
5
8
5 

花
崎
町
7 

6 

0
）へ

説
明
会

日
時
＝
1
月
22
日
㈪ 

午
後
6
時
か
ら

場
所
＝
市
役
所
6
階
中
会
議
室

※
説
明
会
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
人
は

当
日
直
接
会
場
へ
。
く
わ
し
く
は
都

市
計
画
課（
☎
20
‐
1
5
6
0
）へ
。

コンビニ交付サービスの休止

　機器点検のため、証明書の
コンビニ交付サービスを次の
期間休止します。
日時＝1月20日㈯ 午後3時～

11時
※くわしくは市民課（☎20-15 

25）へ。
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心の健康、
応援します

相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先
市民生活相談（離婚・相続・
相隣関係・金銭貸借など） 月・金曜日 9：00～16：00

市役所2階市民相談室
※ 各相談の受け付けは、終

了時間の30分前まで。予
約制の相談は、予約の時
間までに来てください。

市民協働課
☎20-1507
※ 裁判所で係属中の事件

や法人からの相談は受
けません。弁護士法律
相談（同年度中に相談
は2回まで）の2月分の
予約は1月31日㈬午前
8時30分から受け付け
ます。

弁護士法律相談（予約制） 1月28日㈰、水曜日 13：00～16：00
女性のための相談

（DV含む、予約制） 木曜日 10：00～16：00

外国人相談（英語･中国語・
スペイン語･ポルトガル語） 1月26日㈮、2月9日㈮ 13：00～16：00

税務相談 1月16日㈫、2月20日㈫ 10：00～15：00
不動産相談 1月16日㈫、2月20日㈫ 10：00～12：00
もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談）1月23日㈫、2月27日㈫ 10：00～15：00

市民よろず相談 1月20日㈯、2月17日㈯ 13：00～16：00 保健福祉館 市民よろず相談室
内田さん☎91-5313

司法書士法律相談 1月17日㈬、2月21日㈬ 18：00～20：00 保健福祉館 千葉司法書士会佐倉支部
菊地さん☎37-3776

司法書士による電話相談 月・水・土曜日
（日程は変更になる場合があります）

月・水曜日14：00～17：00
土曜日10：00～15：00

電話相談のみ
（10120-971-438）

千葉司法書士会
☎043-246-2666

法務局不動産登記相談
（相続・抵当権抹消など、予約制） 月～金曜日 9：00～16：00 法務局成田出張所 法務局成田出張所

☎23-2313
住宅無料耐震相談（予約制） 2月23日㈮ 9：00～16：00 市役所5階501会議室 建築住宅課 ☎20-1564

子育て中の人の職業相談 月～金曜日 8：30～17：00 市役所2階マザーズコーナー ハローワーク成田マザー
ズコーナー ☎20-0567

消費生活相談 月～金曜日 9：30～16：30 市役所2階消費生活センター 消費生活センター☎23-1161
商工業者法律相談（予約制） 2月7日㈬ 10：00～12：00 商工会館2階相談室 商工会議所 ☎22-2101
商工業者よろず支援拠点
サテライト相談（予約制） 1月18日㈭、2月15日㈭ 10：00～16：00 商工会館2階相談室 商工会議所☎22-2101

社労士年金相談 水曜日 10：00～15：00 市役所1階相談室 保険年金課 ☎20-1547
交通事故相談（予約制） 2月6日㈫ 10：00～15：00 市役所2階相談室 交通防犯課 ☎20-1527

障がい者相談 月～土曜日 9：00～18：00 保健福祉館 ほっとすまいるセンター
☎27-1106

心配ごと相談
木曜日

13：00～16：00
保健福祉館 社会福祉協議会

☎27-77551月19日㈮、2月16日㈮ 保健福祉館大栄分館
2月9日㈮ 下総地域福祉センター

アルコール依存相談 2月1日㈭ 9：00～12：00 保健福祉館 社会福祉協議会 ☎27-7755

くらしと就労相談 月～金曜日 8：30～17：15 商工会館1階 暮らしサポート成田
☎20-3399

家庭児童相談 月～金曜日 9：00～16：00 市役所2階家庭児童相談室 子育て支援課 ☎20-1538
就学相談（予約制） 月～金曜日 9：00～17：00 教育センター 教育センター ☎20-2922
教育相談（予約制） 火曜日 9：00～16：00 教育センター 教育センター ☎20-2922
教育相談（不登校相談・い
じめ相談など） 月～金曜日 9：00～17：00 ふれあいるーむ21 ふれあいるーむ21 

☎20-1414
教育相談（学校教育全般・
いじめ相談など） 月～金曜日 9：00～17：00 教育指導課（市役所5階） 教育指導課 ☎20-1582

教育相談（家庭教育・青少年教育） 月～金曜日 9：00～17：00 ふれあいるーむ21 教育相談室 ☎22-5100

農地・農政相談（予約制） 2月7日㈬ 8：30～11：30 下総支所 農政課☎20-154213：30～16：30 大栄支所

※12：00〜13：00は相談できません。祝日は相談を実施していません。相談日

一人で悩んでいないで相談してみませんか？
相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に日頃感じている疑問や
悩みを解消してみてはいかがですか。

困りごと・悩みごと相 談 室
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広報なりた 2018.1.15 10

募
　
集

お
知
ら
せ

催 

し 

物

住宅の塗り替えセミナー
リフォームトラブルに遭わないために

日時＝2月24日㈯ 午前9時30分～11時
30分

会場＝国際文化会館第1会議室
内容＝塗り替え工事をする前に知ってお

くべきことを学ぶ
定員と参加費＝20人（先着順）・無料
※申し込みは市民講座運営委員会（10 

120-689-419）へ。

いきいき笑顔の美容レッスン
もっと素敵にシニアライフ

日時＝1月26日㈮ 午前10時～正午
会場＝三里塚コミュニティセンター
内容＝専門家の指導を受けて自身でメー

クを行う
対象＝60歳以上の人
定員＝20人（先着順）
参加費＝500円（教材費）
※申し込みは1月23日㈫までに三里塚

コミュニティセンター（☎40-4880、
月曜日は休館）へ。

はじめての茶道教室
気軽に楽しみませんか

日時＝3月4日㈰ 午後1時30分～3時30
分

会場＝もりんぴあこうづ
対象＝小学生以上の子どもと保護者（1

人での参加も可）
定員＝15組（先着順）
参加費（1組当たり）＝200円（材料費）
※申し込みは、もりんぴあこうづ（☎2 

7-5252、第4月曜日は休館）へ。

パパママのリフレッシュサロン
カルトナージュ作り

日時＝2月8日㈭ 午前10時～正午
会場＝子ども館
内容＝箱を布などで飾り付けて小物入れ

を作る
対象＝小学生～高校生の子を持つ保護者
定員＝15人（先着順）
参加費＝400円（材料費）
持ち物＝15～20㎝位の物差し
※申し込みは1月16日㈫午前10時から子

ども館（☎20-6300、月曜日・祝日・
第3日曜日は休館）へ。

ふれあいコンサート出演者
市役所などを会場に

　市役所ロビーなどで開催される「ふれ
あいコンサート」に出演しませんか。
日時＝第3または第4木曜日 午後0時10

分～0時50分
申込方法＝市ホームページ（http://ww 

w.city.narita.chiba.jp/download/
page283200.html）にある申請書に
必要事項を書いて直接または郵送で文
化国際課（市役所4階 〒286-8585 花
崎町760）へ

※電話での申請書請求もできます。くわ
しくは同課（☎20-1534）へ。

お知らせ

成人式の記念品
欠席者は受け取りに

　成人式を欠席し記念品を受け取ってい
ない人は、2月28日㈬までに生涯学習
課（市役所5階）へ案内状を持ってきてく
ださい。
※くわしくは同課（☎20-1583）へ。

ハロートレーニング
就職やスキルアップに

　ハロートレーニング（公的職業訓練）は、
希望する仕事に就くために必要な知識や
技術を習得することができる制度です。
　コースは、事務、IT、建設、製造、介
護、デザインなど多種多様な分野があり
ます。
　また、一定の条件を満たす人には、受
講中の生活費などが支給される制度があ
ります。
※くわしくはハローワーク成田（☎89-

1700）へ。

軽スポーツ体験教室の会場変更
ご注意ください

　2月11日（日・祝）に開催される体験
教室の会場が大栄B&G海洋センターか
ら市体育館に変更となりました。
※くわしくは市スポーツ推進委員連絡協

議会事務局（スポーツ振興課・☎20-1 
584）へ。

し催 物

消費生活展
暮らしに有用な情報が満載

　「できることからはじめよう！私たち
の未来のために」をテーマに、電気・ガ
ス・環境などについて、暮らしに役立つ
情報やヒントを紹介します。
日時＝1月20日㈯・21日㈰ 午前10時

～午後4時
会場＝ユアエルム成田店1階センタープ

ラザ
内容
◦クイズに答えて巡るスタンプラリー
（景品あり）

◦電気・ガス・環境などに関する製品の
紹介や、パネル・ポスターの展示

◦廃油から作った石けん、再生紙で作っ
たトイレットペーパー、手作りエコ作
品、うなりくん風船、各種啓発グッズ
などの配布

※くわしくは商工課（☎20-1622）へ。

かよう商店街
特別支援学校の生徒の作品を販売

　特別支援学校の生徒が制作した木製パ
ズルや手すき紙製品などを販売します。
日時
◦高等部…1月30日㈫・31日㈬ 午前

10時～午後4時
◦中学部…2月1日㈭ 午前10時30分～

午後3時
会場＝イオンモール成田ガーデンコート
※くわしくは香取特別支援学校（☎047 

8-72-2911）へ。

新春恒例
お年玉クロスワードの答え

（本紙1月1日号）

グランプリ
　当選者には1月下旬に記念品

（1,000円分の図書カード）を送付
します。
※当選者の発表は、発送をもって

代えさせていただきます。くわ
しくは広報課（☎20-1503）へ。
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伝 板
MESSAGE BOARD

言

どならない子育て練習法講座
褒めて伸ばす方法を

日時＝2月6日㈫ 午前10時～正午
会場＝保健福祉館
対象＝市内在住の平成20年4月2日～

25年4月1日生まれの子どもの保護者
定員と参加費＝20人（先着順）・無料
※乳幼児の託児を5人（先着順）まで受け

付けます。申し込みは1月30日㈫ま
でに子育て支援課（☎20-1538）へ。

男の料理教室
基本から学ぶ

日時＝2月6日㈫・15日㈭・27日㈫（全
3回） 午前10時～午後1時30分

会場＝保健福祉館栄養実習室
内容＝手軽にできるバランスの取れた料

理を作る
対象＝市内在住で料理初心者の男性
定員＝8人（先着順）
参加費＝1,500円（材料費）
持ち物＝エプロン、三角巾
※申し込みは1月23日㈫までに健康増

進課（☎27-1111）へ。

クラシックバレエ入門
健康のために

日時＝2月9日・16日・23日、3月2日・
9日の金曜日（全5回） 午後7時～8時
30分

会場＝玉造公民館
内容＝クラシックバレエを基にしたスト

レッチなどを行う
対象＝女性
定員＝15人（応募者多数は抽選）
参加費＝無料
持ち物＝運動のできる服装、厚手の靴下
申込方法＝1月26日㈮（必着）までに、は

がきまたはEメールで住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号・教室名を玉造公
民館（〒286-0011 玉造7-21 Eメール
kominkan@city.narita.chiba.jp）
へ

※くわしくは同館（☎26-3644、月曜日・
祝日は休館）へ。

環境学習会
早春の成田山公園を歩く

期日＝2月24日㈯（雨天決行）
集合時間＝午前9時30分（正午解散予定）
集合場所＝JR成田駅参道口（解散は成田

山新勝寺大本堂前）
対象＝市内在住・在勤・在学の人（小学

3年生以下は保護者同伴）
定員＝30人（応募者多数は抽選）
参加費＝無料
申込方法＝2月8日㈭（必着）までに、はが

き・FAX・Eメールのいずれかで、参加
者全員の住所・氏名・年齢・性別・電
話番号を、なりた環境ネットワーク事務
局（〒286-8585 花崎町760 FAX2 
2-4449 Eメールkankei@city.narit 
a.chiba.jp）へ

※くわしくは同事務局（環境計画課・☎
20-1533）へ。

リフレッシュダンス
現役プロダンサーが教える

日時＝2月4日㈰ ①午前10時30分～11
時30分②午後1時30分～2時30分

会場＝子ども館
講師＝長

おさ
内
ない

正樹さん（東宝芸能所属）
対象＝①小学生②中学生・高校生、高校

生までの子を持つ保護者
定員＝各15人（先着順）
参加費＝無料
持ち物＝運動のできる服装、タオル、水

筒、運動靴
※申し込みは1月28日㈰午前10時から子

ども館（☎20-6300、月曜日・祝日・
第3日曜日は休館）へ。

防衛大学校学生と自衛官候補生
平和を仕事にするために

防衛大学校学生
応募資格＝高卒（3月末日までに卒業見

込みの人も含む）で21歳未満の人
受付期間＝1月20日㈯～26日㈮
1次試験日＝2月17日㈯
自衛官候補生
応募資格＝18～26歳の人
受付期間＝2月1日㈭（女子は1月25日

㈭まで）
※くわしくは自衛隊成田地域事務所（☎

22-6275）へ。

シニアのためのお仕事説明会
レジ接客や清掃など

　市とセブン-イレブン・ジャパンの共
同で、店舗での高齢者向けの多様な働き
方の説明会を開催します。
日時＝2月16日㈮ 午前10時～11時30

分
会場＝国際文化会館
対象＝60歳以上の人
定員＝30人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは月～金曜日の午前9時30分

～午後5時にセブンイレブン千葉事務所
（☎043-274-6511）へ。

シニアゴルフ大会
優勝を目指して

日時＝3月5日㈪ 午前8時から
会場＝スカイウェイカントリークラブ
（幡谷）

対象＝市内在住の昭和38年12月31日
（グランドシニアの部は昭和23年12
月31日）以前に生まれた男子アマチュ
ア

参加費＝3,000円（プレー費は別途実費）
申込方法＝2月9日㈮までに参加費を持っ

て市アマチュアゴルフ協会事務局（土屋
1373-1 （株）日翔内）へ

※くわしくは同協会事務局（☎22-1251、
日曜日は除く）へ。

女性のためのDIY教室
初めてでも簡単にできる

日時＝2月17日㈯ 午前10時～正午
会場＝中郷公民館
内容＝木材とくぎを使い、2段型の踏み

台を製作する
対象＝20歳以上の女性
定員＝12人（応募者多数は抽選）
参加費＝2,500円（材料費）
持ち物＝軍手、金づち（貸し出しあり）
申込方法＝1月31㈬（必着）までに、はが

きまたはEメールで住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号・教室名を中郷公
民館（〒286-0832 赤荻1587-1 Eメー
ルkominkan@city.narita.chiba.jp）
へ

※くわしくは同館（☎22-4614、月曜日・
祝日は休館）へ。

募 集
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男女共同参画セミナー
変わりつつある家族の在り方

日時＝2月25日㈰ 午前10時30分から
会場＝男女共同参画センター
テーマ＝家族の変化と女性の貧困～家族

依存社会の限界
講師＝山田昌弘さん（中央大学文学部教

授）
定員と参加費＝40人（市内在住・在勤・

在学の人を優先に先着順）・無料
申込方法＝2月14日㈬までに電話・FA 

X・Eメールのいずれかで住所・氏名・
電話番号・市外の人は市内在勤・在学
かどうか、託児（2歳～小学校就学前）・
手話通訳利用の有無を市民協働課（☎
20-1507 FAX24-1086 Eメールky 
odo@city.narita.chiba.jp）へ

※くわしくは同課へ。

水墨画教室
基本的な描き方から学ぶ

日時＝2月16日・23日、3月2日・9日・
16日の金曜日（全5回） 午後1時30分
～3時30分

会場＝公津公民館
定員＝18人（応募多者多数は抽選）
参加費＝1,000円（材料費）
持ち物＝水墨画道具または書道道具、新

聞紙、水入れ、雑巾
申込方法＝1月31日㈬（必着）までに、

はがきまたはEメールで住所・氏名（ふ
りがな）・電話番号・教室名を公津公
民館（〒286-0004 宗吾1-839-1 E
メールkominkan@city.narita.chib 
a.jp）へ

※くわしくは同館（☎26-9610、月曜日・
祝日は休館）へ。

国際医療福祉大学市民公開講座
いつまでも健康でいるために

会場＝国際医療福祉大学成田キャンパス
参加費＝無料
最後まで自分らしく生きるためには？〜

病気になっても慌てないために
日時＝2月16日㈮ 午後1時～2時30分
講師＝荻野美恵子さん（国際医療福祉大

学医学部医学科教授）
定員＝50人（先着順）
正しい健診のかかり方・結果の読み方〜

がんと生活習慣病で死なないために
日時＝2月24日㈯ 午前10時～11時30分
講師＝北村聖

きよし
さん（国際医療福祉大学医学

部長）
定員＝200人（先着順）
※申し込みは同大学成田キャンパス総務

課（☎20-7701）へ。

非常勤職員を募集 勤務期間＝4月1日～3月31日
応募方法＝封筒に職種を書き、履歴書に写真を貼って直接または郵送で各応募先へ

職種（募集人員）
勤務場所 応募資格 業務内容 勤務条件 応募期間

応募・問い合わせ先など
事務員

（2人）
保険年金課（市役所1階）

基本的なパソコン操
作ができる人

窓口補助事務、医療機関
への診療報酬明細書の過
誤調整、国保集計事務

◦勤務日時＝月12日以内（レセ
プト点検事務は月13日以内）、
午前9時～午後4時

◦時給＝940円（レセプト点検
事務は1,070円）

◦2月2日㈮（必着）まで（土・日曜日、
祝日を除く）

◦保険年金課（市役所1階 〒286-
8585 花崎町760）・☎20-1526

　後日、面接日を通知します

レセプト点検事務員
（3人）
保険年金課（市役所1階）

医療事務の資格を持
つまたは医療事務の経
験が2年以上ある人

診療報酬明細書の点検

窓口医療事務員
（1人）
国保大栄診療所（吉岡）

医療事務の資格を持
つ人

診療所の窓口受付、外来
補助事務、診療報酬明細
書作成事務

◦勤務日時＝月18日程度（水・
日曜日、祝日を除く）、午前8
時30分～午後5時

◦時給＝1,070円

看護師
保健師
栄養士
保育士

（いずれも若干名）
健康増進課 それぞれの資格を持

つ人

・看護師…健診などの保
健業務

・保健師・栄養士…健診
や健康教育などの保健
業務

・保育士…健診時の保育
や健康教育などの保健
業務

◦勤務日時＝健診日程などによ
り不定期

◦時給＝看護師1,400円、保健
師1,450円、栄養士1,210円、
保育士1,300円

◦1月31日㈬（必着）まで（土・日曜日、
祝日を除く）

◦健康増進課（〒286-0017 赤坂1- 
3-1）・☎27-1111

　後日、面接日を通知します看護師
歯科衛生士
医療事務員

（いずれも若干名）
急病診療所

・看護師・歯科衛生士…
急病診療所における診
療や各種検査の補助業
務

・医療事務員…受け付け
や会計業務など

◦勤務日時＝健康増進課へ問い
合わせてください

◦時給＝看護師2,070円（夜間は
2,190円）、歯科衛生士2,050
円、医療事務員1,480円

事務員
（2人）
文化芸術センター

基本的なパソコン操
作ができる人

受け付け事務、施設管理
業務など

◦勤務日時＝週3日程度（土・日
曜日、祝日含む）、午後4時
30分～9時45分（夜間使用の
ない場合は午後7時まで）

◦時給＝940円

◦1月31日㈬（必着）まで（月曜日を除
く）

◦文化芸術センター（スカイタウン成
田4階 〒286-0033 花崎町82 
8-11）・☎20-1133

　後日、面接日を通知します

移送サービスドライ
バー

（若干名）
市内各所

65歳未満で、普通
自動車運転免許を持
ち、過去2年間に免
許停止処分を受けて
いない人

介護保険法での認定者・
障害者手帳所持者の医療
機関などへの送迎

◦勤務日時＝週2・3日程度（日
曜日・祝日を除く）、午前8
時30分～午後5時のうち数
時間

◦時給＝990円

◦2月16日㈮（当日消印有効）まで
（土・日曜日、祝日を除く）

◦社会福祉協議会（〒286-0017 赤
坂1-3-1）・☎27-7755

　後日、面接日を通知します
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MESSAGE BOARD

伝 板言

生涯学習講演会
旅の魅力を知る

日時＝2月17日㈯ 午後2時～3時30分
会場＝スカイタウンホール
テーマ＝旅に出て、世界中の人と笑いあ

おう！
講師＝たかのてるこさん（旅人）
定員と参加費＝250人（先着順）・無料
※申し込みは2月9日㈮までに生涯学習

課（☎20-1583）へ。未就学児の託児
（定員5人・先着順）を希望する人は2
月2日㈮までに申し出てください。

市民テニス教室
レベル別に分かれて

日時＝2月3日㈯ 正午から
会場＝中台運動公園テニスコート
内容＝初心者・中級者・女子に分かれて

の基本練習、ゲーム形式練習
対象＝15歳以上の市内在住・在勤・在学

の人、市テニス協会加盟クラブ員
参加費＝無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは市テニス協会事務局・林さ
ん（☎090-4063-5859）へ。

太巻き寿司講習会
伝統料理に挑戦しよう

日時＝2月22日㈭ 午前10時～午後2時
会場＝中央公民館調理室
内容＝太巻きずしの作り方を学ぶ
対象＝市内在住・在勤の20歳以上の人
定員＝20人（初めての人を優先に抽選）
参加費＝1,200円（材料費）
持ち物＝三角巾、エプロン、巻き簾

す

申込方法＝1月31日㈬（必着）までに、
はがきまたはEメールで住所・氏名・
電話番号・行事名を農政課（〒286-8 
585 花崎町760 Eメールnosei@cit 
y.narita.chiba.jp）へ

※くわしくは同課（☎20-1541）へ。

防災講演会
課題発見力を身に付けよう

日時＝2月24日㈯ 午後2時～3時30分
会場＝保健福祉館多目的ホール
テーマ＝災害時に生き抜くための課題発

見力を身につけよう！
講師＝鈴木敏恵さん（シンクタンク未来

教育ビジョン代表）
定員と参加費＝150人（先着順）・無料
※申し込みは2月13日㈫までに危機管理

課（☎20-1523）へ。

Holiday太極拳入門
基本となる型や呼吸法を実践

日時＝2月18日㈰・25日㈰、3月4日㈰
（全3回） 午前10時～11時30分

会場＝橋賀台公民館
定員＝15人（応募者多数は抽選）
参加費＝無料
持ち物＝運動のできる服装、上履き、タ

オル、飲み物
申込方法＝1月30日㈫（必着）までに、は

がきまたはEメールで住所・氏名（ふ
りがな）・電話番号・教室名を橋賀台
公民館（〒286-0037 橋賀台1-43-1 
Eメールkominkan@city.narita.chib 
a.jp）へ

※くわしくは同館（☎26-9695、月曜日・
祝日は休館）へ。

大栄B＆G海洋センターのイベント
ヨガでリフレッシュ

　11回分で3,000円の回数券を販売し
ています。ぜひ利用してください。
会場＝大栄B&G海洋センター武道場
対象＝16歳以上の人
定員＝各50人（先着順）
参加費（1回当たり）＝市内在住・在勤・

在学の人300円、そのほかの人400
円（保険料など）

シェイプアップ・ヨガ
日時＝2月2日㈮・16日㈮ 午前10時30

分～11時30分
ヨガ教室
日時＝2月14日㈬・28日㈬ 午前10時

30分～11時30分
※申し込みは1月16日㈫午前9時から大

栄B＆G海洋センター（☎73-5110、
月曜日・祝日の翌日は休館）へ。

市体育館のイベント
体を動かし気分爽快に

　体操やヨガなどを行い健康な体づくり
を始めませんか。また、11回分で3,000
円の回数券を販売しています。ぜひ利用
してください。
会場＝市体育館
対象＝16歳以上の人
定員＝各50人（先着順）
参加費（1回当たり）＝市内在住・在勤・

在学の人300円、そのほかの人400円
（保険料など）

申込方法＝申込開始日の午前9時から市
体育館（☎26-7251）へ（ヨガ教室は
同日に①②両方の参加はできません。
ピラティス教室の申し込みは1人4回
まで）

ヨガ教室
日時＝2月2日㈮・9日㈮・16日㈮・23

日㈮ ①午後1時30分～2時45分②午
後3時～4時15分

申込開始日＝①1月15日㈪②1月16日
㈫

ナイト・ヨガ
日時＝2月8日㈭・15日㈭・19日㈪・26

日㈪ 午後7時～8時30分
申込開始日＝1月16日㈫
ピラティス教室
日時＝2月1日㈭・6日㈫・13日㈫・15日

㈭・20日㈫・27日㈫ 午後2時～3時
申込開始日＝1月17日㈬
骨盤体操
日時＝2月8日㈭・22日㈭ 午後2時～3

時
申込開始日＝1月18日㈭
認知症予防＆アルファエクササイズ
日時＝2月19日㈪・26日㈪ 午後1時30

分～3時
申込開始日＝1月19日㈮
健康増進フィットネス体操
日時＝2月1日㈭・8日㈭・15日㈭・22

日㈭ 午後1時30分～3時
申込開始日＝1月22日㈪
初めてのエアロビクス
日時＝2月1日㈭・14日㈬・15日㈭・28

日㈬ 午前10時～11時30分（14日・
28日は午後1時30分～3時）

申込開始日＝1月23日㈫
※くわしくは市体育館へ。

募 集
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保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相談
なども受け付けています。相談は医師などの都合により日程を変更する場合があります。

日曜祝日診療機関
　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。

成田病院（午前中・押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（午前中・幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科（日曜日の午前中・ウイング土
屋・☎23-8070）

大田クリニック（日曜日の午前中・ウイン
グ土屋・☎23-2100）

なのはなクリニック（日曜日の午前中・吉
岡・☎49-0533）10120-2

24時間

4-1
い

1
い

3
サービス

0

成田市医療相談ほっとライン
専門の医療スタッフが、24時間年中無休、
無料で相談に応じます。

ダイヤル回線からは☎043-242-9939、
午後7時〜翌午前6時・年中無休

☎♯8000
こども急病電話相談

赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内）急病診療所 ☎27-1116

●母親学級（予約制）…主に初めて母親に
なる人が対象

●パパママクラス（予約制）…妊婦とその
家族が対象

　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●こんにちは赤ちゃん事業…生後4カ月ま

での赤ちゃんが対象
　※ 赤ちゃんお誕生連絡票（母子健康手

帳別冊）を健康増進課へ送付。

ボンベルタ成田店

中台運動公園

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

国
道
51号
→

※ 症状や年齢によって対応が難しい場合もありますので、事前に連絡してください。

【保健福祉館】
1月17日㈬ 午前9時45分～午後4時
20分

【イオンモール成田】
1月21日㈰ 午前10時～11時45分、
午後1時～4時
※ 都合により変更になる場合がありま

す。くわしくは千葉県赤十字血液セ
ンター千葉港事業所推進課（☎043-
241-8332）へ。

献血にご協力ください

受付日時 診療科目
毎日（休診日なし）
午後7時～10時45分

内　科
小児科

日曜日、祝日、振替休日、8月13日～
15日、12月29日～1月3日
午前10時～午後4時45分

内　科
小児科
外　科

祝日（日曜日を除く）、振替休日、8月13
日～15日、12月29日～1月3日
午前10時～午後4時45分

歯　科

▼一般健康相談 期日 受付時間 相談を受ける人
歯の健康相談 2月 7日㈬ 午後1時30分～2時30分 歯科医師・歯科衛生士
こころの健康相談（予約制）
（治療中の人は除く）

1月17日㈬ 午後1時15分～3時 カウンセラー・保健師
1月24日㈬ 午後1時15分～2時30分 精神科医師・保健師

▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象
赤ちゃん相談・4カ月 1月26日㈮

午前9時～9時30分
午後1時～1時30分

平成29年9月生まれ
赤ちゃん相談・10カ月 1月31日㈬ 平成29年3月生まれ
1歳6カ月児健診 2月 1日㈭ 平成28年7月生まれ
2歳児歯科健診 1月18日㈭ 平成27年6月生まれ
3歳児健診 1月25日㈭ 平成26年7月生まれ

5歳児健診（予約制） 2月14日㈬ 午後1時～1時15分
午後1時40分～1時55分

平成24年4月2日～25年4月1日生まれで、
健診を受ける機会のない幼児

こころの発達相談（予約制） 1月17日㈬ 午前9時～11時50分 発達に心配のある乳幼児

保育園名 電話番号 期　日 保育園名 電話番号 期　日
＊松　崎 26-8282 1/19㈮、2/2㈮ 　小御門 96-2362 1/18㈭、2/1㈭
　赤　荻 24-0752 1/26㈮、2/9㈮ 　三里塚第一 35-0165 1/16㈫、2/6㈫
＊赤　坂 20-6900 1/25㈭、2/8㈭ 　三里塚第二 35-0081 1/23㈫、2/13㈫
　橋賀台 28-0676 1/23㈫、2/13㈫ 　長　沼 37-0005

毎日
（土・日曜日、祝日を除く）

＊吾　妻 27-5773 1/24㈬、2/14㈬ ＊大　栄 73-3000
　中　台 27-9023 1/17㈬、2/7㈬ ＊宗　吾 26-2472
　新　山 28-2527 1/18㈭、2/1㈭ ＊公津の杜 29-6551
＊中台第二 29-6676 1/16㈫、2/6㈫ ＊成　田 22-0856 一時保育のみ＊高　岡 96-0042 1/24㈬、2/14㈬ ＊つのぶえ 22-0867

＊は一時保育あり（要予約）

保 育 園 開 放 日
　このコーナーの問い合わせは各保
育園へ。長沼・大栄・宗吾・公津の杜
保育園以外は予約が必要です。
時 間＝午前10時～11時（長沼は午前9

時～午後0時15分、大栄は午前9時
30分～午後4時30分、宗吾・公津の
杜は午前9時～正午・午後1時～3時）

対 象＝保育園・幼稚園に通っていない就
学前の乳幼児
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正しい知識を持つために
認知症サポーター養成講座

日時＝2月16日㈮ 午後1時30分～3時
30分

会場＝保健福祉館大栄分館
内容＝認知症に対する正しい知識と具体

的な対応などについて学ぶ
対象＝市内在住・在勤・在学の人
定員と参加費＝25人（先着順）・無料
※申し込みは2月13日㈫までに高齢者

福祉課（☎20-1537）へ。

住み慣れた地域で元気に
地域包括ケア講演会

日時＝2月17日㈯ 午前10時～正午
会場＝市役所6階大会議室
内容＝「世代を超えた地域の支え合い・

助け合い〜2025年に向けて成田市が
目指すべき地域づくり」をテーマにし
た講演

講師＝藤原佳典さん（東京都健康長寿医
療センター研究所研究部長）

対象＝市内在住の人
定員と参加費＝200人（先着順）・無料
※申し込みは2月9日㈮までに高齢者福

祉課（☎20-1537）へ。

更新手続きを忘れずに
指定難病等見舞金

　市では、指定難病や小児慢性特定疾病
などで治療を受けている人に、見舞金を
支給しています。受給には、受給者証の
有効期限ごとに更新が必要です。保健所
で交付された新しい受給者証を持って、
障がい者福祉課（市役所議会棟1階）、下
総・大栄支所で手続きしてください。
見舞金＝月額5,000円
支給月＝4・10月
　なお、制度変更に伴い、市障害者福祉
手当、ねたきり高齢者福祉手当、重度認
知症高齢者介護手当のいずれかと見舞金
の両方を受けている人は、10月分から
見舞金の支給を停止しています。
※くわしくは障がい者福祉課（☎20-15 

39）へ。

中途失聴者・難聴者と
手話学習とミニ懇談会

日時＝2月3日㈯ 午後1時30分～4時
会場＝佐倉市中央公民館
参加費＝無料（初めての人はテキスト代

1,200円）
※参加を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは千葉県中途失聴者・難聴者
協会印旛事務所（☎047-432-8039 
FAX043-461-6533）へ。

専門医が応じます
もの忘れ相談

日時＝2月22日㈭ 午後1時30分から
会場＝福祉部相談室（市役所議会棟1階）
内容＝精神科医による個別相談、福祉

サービスの情報提供など
対象＝物忘れが気になる人やその家族な

ど
定員＝3人（先着順）
相談料＝無料
※申し込みは高齢者福祉課（☎20-153 

7）へ。

入所申請書を配布
児童ホーム

対象＝市内在住で小学校に通っていて、
保護者が仕事や病気などにより保育で
きない家庭の児童

受付日時＝1月29日㈪～2月2日㈮ 午前
8時30分～午後5時15分（都合の悪い
人は事前に保育課（☎20-1607）へ連
絡してください）

受付場所＝市役所2階201会議室
※くわしくは同課へ。

医療・介護・福祉の連携を
成田赤十字病院公開健康講座

日時＝1月25日㈭ 午後2時～3時30分
会場＝成田赤十字病院A棟8階講堂
テーマ＝切れ目のない医療・介護・福祉

をめざして
講師＝酒井康博さん（同病院地域医療連

携課長）・関理枝子さん（同病院医療社
会事業課長）

定員＝100人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは同病院社会課（☎22-231 

1 内線7504）へ。

発達障がい者支援のために
ボランティア養成講座

日時＝2月26日㈪ 午後1時30分～5時
会場＝保健福祉館
内容＝発達障がいのある人を支援する際

の基本的な理解や実際のコミュニケー
ションの方法を学ぶ

講師＝冠
かん

地
ち

情
じょう

さん（東京都成人発達障害
当事者会イイトコサガシ代表）

定員＝40人（市内在住の人を優先に先着
順）

参加費＝無料
※申し込みは2月21日㈬までの月～金

曜日（祝日を除く）の午前10時～午後
5時にボランティアセンター（☎27-8 
010）へ。

音楽療法で朗らかに
シニア元気アップ教室

日時＝2月9日㈮・16日㈮・23日㈮（全
3回） 午後1時30分～3時30分

会場＝保健福祉館
内容＝音楽に合わせたリズム体操や合

奏、合唱など
対象＝市内在住で初めてこの教室に参加

する65歳以上の人
定員＝20人（先着順）
参加費＝無料
持ち物＝動きやすい服装、飲み物
※申し込みは社会福祉協議会（☎27-77 

55）へ。

身近な物で作って遊ぼう
子育て応援セミナー

日時＝2月28日㈬ 午前10時～正午
会場＝保健福祉館多目的ホール
内容＝新聞紙を使った変身グッズや紙

コップ・ストロー・輪ゴムを使った動
くおもちゃなどを作る

講師＝鬼
き

島
じま

正
まさ

美
み

さん（成田国際福祉専門
学校保育士科非常勤講師）

対象＝市内在住の子育て支援に関心のあ
る人、なりたファミリー・サポート・
センター協力会員

定員と参加費＝30人（先着順）・無料
持ち物＝はさみ、筆記用具
※申し込みは2月20日㈫までに、なり

たファミリー・サポート・センター（☎
27-8010）へ。

と祉 康
HEALTH AND WELFARE

福 健
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　ペダルをこぐ力をモーターが補助する「電動アシスト自転車」。暖かく
なったら子どもを乗せて出掛けようと、わが家でも購入を検討しています。
しかし、注意したいのが事故です。気軽に乗れて便利な自転車ですが、テ
レビや新聞などで報じられている通り、自転車の関係する死亡事故が発生
しています。本紙2ページで紹介している「電動アシスト自転車の注意点」
などを守り、安全運転を心掛けたいです。

編集後記

歴史と伝統文化のまち「成田」には、さまざまな分野で活躍した人や郷土の発展のために尽くした人がたくさん
います。先人たちの生き方からふるさと成田の歴史に触れ、未来へ大きく羽ばたく指標となれば幸いです。

小川武平という人
　小川武平は、天保元（1830）年9月13日、埴生郡長沼村（現
在の長沼）に生まれた。武平の家は代々、三

さ ぶ ろ う え も ん
良右衛門を名乗っ

ていた。小川家は武平に至るまで2代、子どもがなかったため、
養子を迎え、3代目になってようやく武平が生まれた。武平は
体が弱く、きょうだいもいないことから、祖父母や父母は他人
の子を引き取って、武平のきょうだい同様に育てた。父の三良
右衛門は律儀な人で、人の子もわが子も同じとして、毎朝の草
刈りにはそろって早起きさせる習慣を付けさせたという。
　当時、村には塾もなく、三良右衛門は武平のために、村内の
中村善兵衛という人に読み書きそろばんの教育を依頼し、足掛
け8年通わせた。武平は16歳の時、妻のイノを迎え、ともに農
業と沼で漁業をしながら、穏やかに暮らしていた。

長沼事件が起こる
　長沼村に隣接して「長沼」と呼ばれるひょうたんを折り曲げた
ような形の沼があった。江戸時代から長沼村の人々は沼で漁業
を営んだり藻草を採ったりして生計を立てていた。また、周辺
の村にとっても、その地域の排水が流れ込む遊水地として重要
な沼であった。しかし、明治5（1872）年、明治維新後の混乱

に際してこの沼の権利を巡り、長沼村と周辺の村との利害の対
立が表面化した。長沼村は、この沼の江戸時代からの所有権を、
他村は入会地化を主張し、ここに長沼事件が始まった。このと
き、長沼村の百姓代表を務めていた武平は、村の有志と県に出
向き村の実情を訴えたが取り上げられなかった。
　同7年12月、たびたび県に請願のため千葉町（現在の千葉市）
に出ていた武平は、夜店で福沢諭吉の『学問ノスゝメ』を手にす
る。その内容に感動した武平は、福沢諭吉に長沼事件の収拾を
求めて上京し、彼を訪ねた。諭吉39歳、武平44歳のときである。
諭吉は農民の武平を温かく迎え、長沼村の所有権回復運動を支
持し、請願書の案文を書いたり、県令の芝

しば
原
はら

和
やわら

宛てに手紙を送
るなどして支援を惜しまなかった。
　以来、武平は30年近く長沼から三田（現在の東京都港区）の
福沢邸を往復し、うち4年間福沢邸に寄宿することもあった。
　諭吉の支援と武平や村民の努力により、同9年に沼の借地権
が認められ、同33年ついに長沼の無償払い下げが実現し事件
は終結した。ほかにも武平は、諭吉の協力により、同14年、
長沼学校を建て教育事業に尽力した。
　晩年は沼の渡守を経て、大正4（1915）年8月、86歳で波乱
の生涯を閉じた。諭吉と武平に感謝した村民は、同7年3月29
日、偉業をたたえる長沼下戻記念碑（『広報なりた』平成29年
12月15日号掲載）を建立した。

小
お

 川
が わ

 武
ぶ

 平
へ い

　埴生郡長沼村（現在の長沼）に生まれ
る。農業と漁業をしながら生計を立て
ていたが、42歳の時に長沼事件が起
こり、村の代表として県に運動を起こし
た。福沢諭吉の『学問ノスゝ メ』を見た
武平は、福沢諭吉の指導を受け、事件
を収拾。また、諭吉の協力の下、村に長
沼学校を建設した。

天保元年～大正4年（1830～1915）

ゆかり人々田
成 の

第 回7

左／�長沼事件始末書（長沼区所蔵ほ
か）

右／�小川武平の墓と慰霊碑（場所：長
沼）


